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第2回スマート保安検討会の振り返り
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第2回スマート保安検討会（2021年12月6日開催）では、主にAIシステム利用のステップや給油プロセスにおけるAI
監視項目、およびAIシステムの評価方法・試験方法について確認した。

本ガイドラインの対象範囲

 AIシステムロードマップ（Step1~2）における本ガイドラインの対象範囲としては、Step1~1.5となる。
 Step1

• AIシステムは給油許可判断に資する情報を提供
• ヒトが「目視確認（監視カメラによるリアルタイム映像の確認）」と「給油許可」を実行

 Step1.5
• 特定の条件下においてのみAIシステムが「給油許可」を実行（開発元が個別にAIシステムの利用条件を設定）
• その条件を外れた場合およびAIシステムが判断できない場合には、ヒトが「給油許可」を実行

 Step2（対象外）
• AIシステムが「給油許可」を実行（ヒトは緊急時対応のみ）

AIシステム評価方法

 AIシステムの評価方法については、「プラント保安分野AI信頼性評価ガイドライン」（以下「プラントAIガイドライン」という）に基づき、AIシステムの品質
（利用時品質、外部品質、内部品質）を定義し、AIシステムが満たすべき要求事項を整理。

AIシステム試験方法

 AIシステムの試験方法については、自動運転分野におけるアプローチを参照し、3つの観点（認知・判断・操作）から試験シナリオをそれぞれ設定。
 認知⇒認識外乱シナリオ
 判断⇒顧客行動外乱シナリオ
 操作⇒監視スタッフ環境外乱シナリオ



ガイドライン案（別紙参照）
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ガイドラインは、「１．ガイドラインの概要」、「２．機械学習の信頼性評価」、「３．AIシステムの試験方法」、
「４．ガイドラインの活用」の4章で構成。次ページより各章を概説。
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1．ガイドラインの
概要

２．機械学習の
信頼性評価

３．AIシステム
の試験方法

４．ガイドライン
の活用



ガイドライン案 | 1章 ガイドラインの概要
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1章では、ガイドライン作成の目的や背景、給油プロセスにおけるAIシステムの監視項目、AIシステム利用のステップ等
について記載。

給油プロセスにおけるAIシステムの監視項目

 AIシステムの検知対象の必須項目を、「ノズルを取ってから戻すまで」、
「火気の有無」、「ポリ缶・携行缶の有無」と設定。（それ以外は任意）

 令和2年度「過疎地域等における燃料供給インフラの維持に向けた安全
対策のあり方に関する検討会」検討結果と過去の事故事例の検証結
果を基に決定

AIによる給油許可監視システム利用のステップ



ガイドライン案 | 2章機械学習の信頼性評価
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2章では、プラントAIガイドラインにておいても採用しているAIシステムの信頼性評価方法（品質の定義とレベルに応じ
た要求事項の設定）に関する説明と、給油許可監視システムにおける解釈について記載。

出所）「プラント保安分野AI信頼性評価ガイドライン第2版」（2021年3月）

利用時品質

≒AIシステムで
実現したいこと 軸②

パフォーマンス
• 効率性：SSスタッフの(不要な)対応実施数を少
なく抑える

• 誤判定の低減：「正常な」給油動作でない場
合に「正常」と判定する誤判定を限りなく少なく
する外部品質

≒AIシステムに
求められる性

能

軸①
リスク回避性

• 誤検知の低減：「正常な」給油動作を正しくと
らえられない(＝SSスタッフの対応を要する)誤検
知を限りなく少なくする

軸②
パフォーマンス

軸①
リスク回避性

• 安全性：「正常な」給油動作を正しくとらえる
（異常等で対応の必要があればSSスタッフに対
応させる）

内部品質
≒外部品質を
満たすために
必要なこと

• データの量、種類など開発に用いる
データの適切性

• シナリオによる検証テストの際に、システムが要求
事項を満たせるか、など

開発したモデル
の適切性

• 機械学習の精度維持の方法など実装・運用方
法の適切性



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法
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3章では、具体的な試験方法と試験シナリオを記載。
自動運転分野におけるアプローチを参照し、AIシステムに必要な要素（認知・判断・操作）ごとに試験シナリオを設
定し、それらのシナリオに対する充足度を確認することで、AIシステムの有用性を検証する。

給油許可監視におけるシナリオの体系化



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（認識外乱シナリオ）
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認識外乱とは、主に監視カメラ等が対象物を認識する状況において、認識性能に影響を与える要因を指す。
・認識外乱要因を抽出し、その中から影響度や発生頻度を元に試験シナリオを選定

認識外乱シナリオの概念図 認識外乱要因



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（認識外乱シナリオ）
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認識外乱シナリオは、監視カメラ・AIの認識に影響を及ぼす事象・要素をもとに４ステップで試験シナリオを検討。

試験対象は何か
（リスク因子の抽出） 試験シナリオは何か 試験内容、検証観点

は何か

シナリオ1 シナリオ2
通常給油（車両） 通常給油（大型車）

① 分解能不足 照明 1 ハロゲン △ △
2 LED △ △

周辺移動物 3 車両 ー ー
4 自動二輪 ー ー
5 ヒト ー ー
6 自転車 ー ー

車両 7 四輪 - 乗用車 ● ー
8 四輪 - 大型車 ー ●
9 四輪 - 牽引車 ー ー

10 二輪 - バイク ー ー
停車位置 11 停車枠内 ● ー
ヒト 12 給油顧客 ● ●

13 複数名
（同乗者、スタッフ等） ー ー

計量機 14 ダブルエントリー ー ー
携行缶/ポリ缶 15 形状 ー ー

16 色 ー ー
17 大きさ ー ー

カメラ原理 認識外乱要因

認
識
外
乱
要
因

試験シナリオ

 認識に影響を及ぼす事象・要素
等を整理

 発生頻度や認識精度の寄与度を
もとに、代表的な要素の組み合わ
せを選定

 抽出した要素を単独又は排他と
すべき要素かを識別

 認識に影響を及ぼす事象・要因
を網羅するように、代表試験シナ
リオを決定

評価パラメータ 変化 固定 値（例）
認識対象の種類 〇 車両、ノズル
認識対象の色・形状 〇 車両　：乗用車、白色

ノズル ：緑
照明 〇
周辺移動物 - -
車両 〇 認識対象の色・形状で定義
停車位置 〇 停車枠内
ヒト 〇 給油顧客、(身長)160cm、(服装)黒色
計量機 - -
携行缶/ポリ缶 - -
認識対象の種類 〇 車両、ノズル
認識対象の色・形状 〇 車両　：乗用車、黒色

ノズル ：赤
照明 〇
周辺移動物 - -
車両 〇 認識対象の色・形状で定義
停車位置 〇 停車枠内
ヒト 〇 給油顧客、(身長)160cm、(服装)黒色
計量機 - -
携行缶/ポリ缶 - -

国内に於いて、販売台
数が最も多いボディカ
ラーである白色または黒
色を選定している。

補足事項 シナリオ条件

1

2

ケース

試
験
シ
ナ
リ
オ

試験シナリオ条件

 代表試験シナリオを、認識に影
響を及ぼす事象・要素の取り得
るバリエーション毎に、試験シナリ
オとして決定

認識外乱要因シート 試験シナリオ一覧 試験シナリオ詳細

試験方法を
どうするか

評価パラメータ 変化 固定 値（例）
認識対象の種類 〇 車両、ノズル
認識対象の色・形状 〇 車両　：乗用車、白色

ノズル ：緑
照明 〇
周辺移動物 - -
車両 〇 認識対象の色・形状で定義
停車位置 〇 停車枠内
ヒト 〇 給油顧客、(身長)160cm、(服装)黒色
計量機 - -
携行缶/ポリ缶 - -
認識対象の種類 〇 車両、ノズル
認識対象の色・形状 〇 車両　：乗用車、黒色

ノズル ：赤
照明 〇
周辺移動物 - -
車両 〇 認識対象の色・形状で定義
停車位置 〇 停車枠内
ヒト 〇 給油顧客、(身長)160cm、(服装)黒色
計量機 - -
携行缶/ポリ缶 - -

国内に於いて、販売台
数が最も多いボディカ
ラーである白色または黒
色を選定している。

補足事項 シナリオ条件

1

2

ケース

試
験
シ
ナ
リ
オ

試験方法

試験シナリオ実施方法

 試験シナリオ毎にSS現場での
実証が可能なのか、映像データ
を準備可能か等を踏まえ、
実地検証、またはシミュレーション
とするかを決定

来年度継続検討



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（認識外乱シナリオ）
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「認識外乱シナリオ」の一例を掲載。

試験
シナリオ

ヒトや給油カバー、ドア等により検知対象物が遮蔽されるケースに
おけるシステムの挙動を検証する。

検証項目
(あるべき姿)

検知対象を捉えることができない場合には、TOR（Takeover 
Request／交代要求）されることを検証する。

試験方法
（想定）

セルフSSでの
現場検証

シナリオ
分類 遮蔽

シナリオ
条件

（必須）

 以下要素について、組み合わせは自由で
あるが、定義している要素を網羅する。

‣ 身体等でノズルが死角
‣ 給油口カバーでノズルが死角
‣ 車両のドアでノズルが死角

シナリオ
条件

（任意）

 給油顧客の属性（服装、身長、性別等）
 車両の形状、色
 給油する油種
 監視カメラの設置位置

認識外乱シナリオの具体例



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（顧客行動外乱シナリオ）
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顧客行動外乱とは、過去に発生した事故における顧客行動の中で、来店～退店までの給油プロセスに対して影響を
及ぼすリスク要因のことを指す。
・顧客行動の類型と各給油プロセスとのマトリクスで分類
・「ノズルの挿入～ノズルを戻す」までの動作における過去の事故事例から、事故の発生頻度と影響度の観点で
重要性の高いシナリオを抽出

顧客行動外乱シナリオのマトリクス



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（顧客行動外乱シナリオ）
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・行動心理学やヒューマンエラーに関する論文等を参考に顧客による危険行為の構造化を実施
・顧客による危険行為は、その意図や実行の結果などにより、誤操作・誤認識・逸脱・違反の4つに分解



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（顧客行動外乱シナリオ）
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・消防庁及び損害保険会社から提供された過去の事故事例を基に、火災またはガソリン等の流出に繋がった事例
を中心に整理

・事故の要因や発生過程が類似している事例は、抽象化を行って同じ代表シナリオとして抽出



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（顧客行動外乱シナリオ）
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・事故事例から抽出されたシナリオ案について、さらに「検知可能性」と「回避可能性」の観点で取捨選択を実施
・「検知可能性」・「回避可能性」のどちらか一方でも認められないシナリオ案は、試験シナリオとして採用しない



ガイドライン案 | 3章 AIシステムの試験方法（監視スタッフ環境外乱シナリオ）

13

監視スタッフ環境外乱とは、給油許可を行う監視スタッフの許可判断に影響を及ぼす給油監視手段（固定・可搬
式SSC）や業務環境（直接視・間接視）の組合せを指す。
・監視スタッフ環境外乱の要因は、「監視位置」「監視スタッフ属性」「AI判定結果」の3つに大別
・これら要因の組み合わせを網羅するような試験シナリオを作成
（試験シナリオに関する具体的な検討については来年度継続検討）

監視スタッフ環境外乱の体系図



ガイドライン案 | 4章 ガイドラインの活用
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4章ではプラントAIガイドラインにおける信頼性評価の具体的なステップに即し、AIを活用した給油許可監視システムの
開発・運用に係る各事業者における本ガイドラインの活用方法について整理。

フェーズ別実施項目の全体像



今後の検討方針

・継続検討事項（試験条件や試験方法等）を来年度上半期中に取りまとめ
・来年度実施予定の消防庁による実証実験の結果を踏まえ、来年度中にガイドライン案を完成

15

＜想定スケジュール＞

上半期 下半期 上半期 下半期
2023年度

2021年度 2022年度

★本日
（ガイドライン案の中間報告）

【ガイドライン案作成検討】
・AIシステムの機能要件・利用ステップ等の整理
・AIシステムの評価方法の整理
・AIシステムの試験方法の整理
（一部については継続検討）

【ガイドライン案作成検討】
・AIシステムの試験方法の整理
（監視スタッフ環境外乱シナリ
オおよび各試験シナリオの試験
条件や試験方法等）

★ガイドライン案完成予定

AIシステムの
社会実装

・消防庁主導の実証実験と、そ
の結果を踏まえたガイドライン
案の見直し
・AIシステムの社会実装に向け
た運用方法・法令対応に関する
検討
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